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平成２９年度 自己評価書（案）  足立区立渕江小学校   学校長  矢田 泰久 

 

１．総評 
 

(1) 年度初めの学校の状況 【学校の現状及び前年度の成果と課題】 

《現状》 

○学校…基礎的基本的事項の徹底を重視し、学力の向上を第一に進めている。特色ある教育活動とし

て、伝統的文化活動を積極的に進めている。 

○児童…明るく素直な児童が多く、地域・ＰＴＡ行事にも意欲的に参加している。家庭と連携しなが

ら、基礎学力及び、基本的生活習慣の定着、健康でたくましい体づくりを進めている。 

○教師…日々、常に児童に寄り添い、指導改善に取り組んでいる。若手教員が多いため、校内ＯＪＴ

を充実させ、研究・研修を通して、指導力の向上を図っている。 

○地域・保護者…創立１１６年の伝統が、地域の大きな力に支えられている。ＰＴＡ活動も活発であ

り、開かれた学校づくり協議会、放課後子ども教室、各種ボランティアなど、学校教育への理解が厚

く、協力的である。 

《成果と課題》 

○学力向上  

学力向上委員会を中心として、全校で基礎学力の向上を図ってきた。年度途中に区から「学力定着

推進校」の指定を受け、基礎的な内容の定着が不十分な児童に対して、個に応じた指導の充実ととも

に、日々の授業改善と教師の指導力の向上を図っている。また、小中連携による合同研究を進める中

で、教科の系統性や指導法の共通理解を深めてきた。体験的活動の一層の充実を通して、基礎的事項

を児童が主体的・対話的で深い学びに向かう学習を目指していきたい。 

○健康な心身の育成  

 挨拶では、規律と温かな人間関係を重視し育ててきた。いじめや不登校傾向、児童の生活指導上の

問題行動等には全校で共通理解を図りながら、組織的に対応するよう努めた。児童は全般的に明るく

元気に生活している。些細なことからのトラブルもあり、思いやりの心をさらに育てていきたい。一

方運動好きの児童が多く、一部の児童には年間を通した体育的活動や区のスポーツ大会での活躍もみ

られたが、全児童の体力テストの結果は低い。運動経験の二極化に対応した日常的な運動の場づくり

が必要である。 

○保護者・地域との連携   

 ＰＴＡや開かれた学校づくり協議会の行事も活発に行われ、教員も積極的に協力できた。学校便り

の形式を変えて学校からの情報の発信を重視した。地域内の幼稚園・保育園とは、積極的な交流を行

うことができた。引き続き学校評価を重視した連携体制の充実を推進する。 
 
 

(2) 今年度の重点目標とそれに向けた取組みの概要 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

 目標実現に向けた取組みとして、「基礎的な内容の理解の徹底」「小中連携による合同研究」「教員の

指導力向上」「組織体制の強化」をあげ、学力の向上を目指した。 

重点的な取組事項－２ 健康な心身の育成  

 目標実現に向けた取組みとして、「挨拶の励行」「いじめの根絶・不登校の解消」「たて割り班や委員

会活動」「体育的活動の継続」をあげ、健康な心身の育成を目指した。 

重点的な取組事項－３ 家庭・地域との連携  

目標実現に向けた取組みとして、「保護者による年間１回の学校評価の実施」「ＰＴＡ・地域行事等

への教職員の参加」「幼稚園・保育園との連携」「創立１１６周年に関連した地域との連携」「各種ボラ

ンティアの拡充」をあげ、保護者や地域との連携を目指した。 
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(3) 今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

「学力定着推進校」の指定を受け、学力向上委員会を中心として、全校で基礎学力の向上を図って

きた。基礎的な内容の定着が不十分な児童に対して、個に応じた指導の充実がなお必要である。教科

専門指導員による若手教員への指導や校内研究の充実を図ってきたが、日々の授業改善と教師の指導

力の向上がさらに求められる。小中連携による合同研究を進める中で、児童・生徒の発達段階、教科

の系統性や指導法の共通理解を深めてきた。国際理解や日本の伝統文化に触れる活動、地域学習等の

一層の充実を通して、基礎的事項を活用し、児童が主体的に学んでいく学習を目指していきたい。 

重点的な取組事項－２ 健康な心身の育成  

 挨拶を重視して、あたたかな人間関係を育ててきた。児童は全般的に明るく元気に生活しているが、

些細なことからのトラブルもあり、思いやりの心をさらに育てていきたい。いじめや不登校傾向、児

童の生活指導上の問題行動等には全校で共通理解を図りながら、組織的に対応するよう努めた。運動

好きの児童が多く、年間を通した体育的活動や区のスポーツ大会での活躍も見られたが、体力テスト

の結果は、男子は向上したものの、女子は全校的に低い。運動経験の二極化や男女の遊びの形態の違

い等に対応した日常的な運動の場づくりが必要である。 

重点的な取組事項－３ 家庭・地域との連携   

 ＰＴＡや開かれた学校づくり協議会の行事も活発に行われ、教員も積極的に協力できた。学校便り

の形式を変えて学校からの情報の発信を重視した。地域内の幼稚園・保育園とは、積極的な交流を行

うことができた。引き続き学校評価を重視した連携体制の充実を推進する。 
 
 

(4) 保護者や地域へのメッセージ 

 年間を通した本校の教育活動に対してのご理解・ご協力に深く感謝いたします。子供たちの安全で
安定した学校生活は、家庭と地域の支えなくしては成り立ちません。ＰＴＡ・開かれた学校づくり協
議会・放課後子ども教室・図書ボランティア・学習支援ボランティア等、様々な保護者・地域の皆様
のおかげで、子供たちは毎日健やかに学び、成長してきました。 
 今年度は創立１１６周年の年として、運動会等の学校行事においても、家庭・地域への発信を行っ
てきました。また子供たちは、学年に応じた形で、学校のこと、地域のことをより深く知るための学
習に取り組むとともに、展覧会や児童集会等を通じて豊かな表現力の向上を図ってまいりました。 
そうした子供たちのありのままの姿を、学校行事や学校公開にてご覧いただき、学校通信やホーム

ページ等によってお知らせしてきました。次年度入学予定者の学校選択において、４割を超える学区
域外からの希望者を得ることができたのも、その成果の一つと思われます。 
また、子供たちが学校生活のルールを意識し、決まりを守ることの大切さを学んでいくためには、

家庭や地域のご協力がどうしても必要です。たとえば「早く学校へ行きたい」という子供の気持ちを
大切にしながらも、通学路や登校時の安全確保の視点から登校時刻の遵守を引き続き呼びかけさせて
いただきました。家庭・地域のご理解とご協力に改めて感謝いたします。 
今後も保護者・地域の皆様から愛され、誇りとされる学校づくりをさらに目指して努力してまいり

ます。引き続きご支援をお願いいたします。 
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２．平成２９年度の重点的な取組事項   

＜達成度 ◎:十分に達成    ○:おおむね達成    △:達成せず    ●:課題が残る＞ 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

全校で、基礎的基本的内容
の定着に向けた授業改善
と、学力向上に関する取組
が計画的になされているこ
と。 
 
 
 

区学力調査 
通過率国語７
８％、算数８
０％ 

・４月実施調査では、通
過率 国語７６．４％、
算数７８％。どちらも達
成基準を下回ったもの
の縮小傾向にある。 

・次年度４月の学力調
査に向けて、本校児童
が苦手とする内容の
克服を図る。個への対
応、全校的な学力向上
への取組をさらに重
点化していく。 

 

 

△ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

基礎的な内容の
理解の徹底 
 
 
 
 

区学力調査、
年度末の目
標通過率 

９０％以上 

・習熟度別指導の徹底 
 基礎基本の時間「け
やき教室」年間３０
回・学習支援ボラン
ティアの活用 

・パワーアップタイム
の充実 

 国語・算数・読書（週
３回２０分間） 

・放課後けやき教室の
充実 

 個別指導による補
充学習(週１～２
回) 

・そだち指導員制度の
効果的実施 
学力ポートフォリ
オの活用 

・夏季休業中の補充学
習（１０日間） 

・漢字検定への取組
(年２回) 

基礎的基本的な内
容の定着を重視し
た授業改善を進め
た。また、パワーア
ップタイムやけや
き教室のさらなる
充実に努めてきた。
１月に実施した再
調査では、全校の目
標値通過率平均
が、   ％とな
り、成果が見えてき
ているが、達成基準
にはやや届かなか
った。指導を継続し
て、次年度の調査に
結果を出したい。 

授業規律を重
視し、指導法
や教材の工夫
により、児童
の学習意欲を
引き出してい
く。ＳＰ表の
分析やポート
フォリオの活
用を通して、
さらに個に応
じた指導を充
実 さ せ て い
く。学習ボラ
ンティアの協
力を得て、け
やき教室の習
熟別指導の徹
底を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

小中連携による
合同研究 
 

小２校・中１
校による合
同研究会を
６回以上実
施 

・合同学習指導案作成
研究会(９分科会
別・３回以上)。 

・合同研究授業(９分
科会別・３回)。 

・相互公開授業・全体
協議会(２回以上) 

足立区立渕江中学
校・渕江第一小学校
との合同研究会で
は、教科別に８分科
会に分かれて研究
を進めた。中学校１
回、小学校各１回、
合計３回の研究授
業を行い、事前の合
同指導案検討会を
それぞれ２回実施
した。 

小中合同の指
導案検討に、
各教科毎の取
組の深まりが
見られた。さ
らに児童・生
徒の生活指導
上の相互理解
も 加 え な が
ら、９年間を
見通した指導
の改善を図っ
ていく。 

 

 

 

 

 

○ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

教員の指導力向
上 
 

授業研究・研
修会を１５
回以上実施 

・講師を招聘しての校
内研究授業(８回) 

・年次研修への全員参
画(１～４年次) 

・若手研修会(経験６
年目以下) 

・足立スタンダード、
活用力向上研修会 

・区小研への全員参加 

主に本校に配置さ
れた学力定着指導
員を講師として、各
学年・専科による校
内研究授業を８回
実施した。指導員に
は単元を通して助
言を受けた。研究授
業の事前授業にも
多くの教員が自主
的に参加した。 

主に国語を通
して全教員が
授業の基本に
ついて学ぶこ
とができた。
さらに様々な
教科の授業研
究を通して、
より指導力の
向上を図って
いく。 

 

 

 

○ 

 

 

体験的活動の充
実 

各学年２回以
上、学校全
体３回以上 
実施 

・国際理解教育、キャ
リア教育 

・外部人材の活用・外
部機関との連携 

・伝統的文化に触れる
活動 
（落語・将棋・百人
一首・狂言等) 

オリンピック・パラ
リンピック関連の
活動や、伝統文化教
育推進校としての、
落語・将棋・百人一
首･俳句・ＪＥＴ青
年との交流活動等、
２０回以上の講座
を開催した。周年記
念集会にて、地域の
方からの講話を全
児童対象に実施し
た。 

オ リ パ ラ 教
育･伝統文化
教育推進校の
指定は来年度
も継続する。
ＰＴＡや開か
れた学校づく
り協議会の協
力 を 得 な が
ら、特色ある
教育活動とし
て位置づけ継
続していきた
い。 

 

 

 

 

 

○ 

重点的な取組事項－２ 健康な心身の育成  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

自他を認め、尊重する態度、
あたたかな人間関係が、各
学級を基盤に定着している
こと。年間を通した体力向
上へ向けての取組が積極的
になされていること。 

学校評価アン
ケート「児童
の様子」の肯
定 的 評 価 ９
０％以上。都
体力調査、全
学年男女都平
均以上か同程
度。 

 
 
 
 
未実施 

  

 

 

 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

挨拶の励行 
 

学校評価アン
ケート「挨拶」
の肯定的評価
９０％以上 

・登校時や来校者への
挨拶の徹底。 

・家庭・地域への働き
かけ 

 
 

未実施 

  

 

いじめの根絶・
不登校の解消 
 

全校体制とし
ての課題の早
期発見・組織
的対応 

・いじめ防止対策委員
会、特別支援校内委
員会の活性化 

・スクールカウンセラ
ー・関連機関との連
携 

教職員による生活
指導上の情報交換
を週に１回行い、対
応の共通理解を図
った。いじめ行為の
根絶、不登校傾向の
解消に完全には至
らなかったが、早期
発見、早期解決する
ことができた。 

担任が抱え込
むことのない
よう、ＳＣや
ＳＳＷ，外部
関連機関との
連携を強め、
校内委員会を
核とした全校
体制をより活
性化させてい

 

 

 

 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

く。 

体育的活動の充
実 
 

業間における
体力向上への
全校的取組、
年間４回以上 

・長縄・短縄・マラソ
ン月間 

・校庭遊びの奨励 

長縄・短縄と持久走
の体力向上週間を、
計４回実施した。特
に、長縄は、各学級
が競って取り組み、
２学級が区の長縄
チャレンジ表彰を
受けた。 

校庭遊びをよ
り奨励し、体
育的活動との
関連を図りな
がら、各運動
の日常化を進
めていく。 

 

○ 

 

重点的な取組事項－３ 家庭・地域との連携  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

学校・家庭・地域の中に、「家
庭・地域と共に育つ学校」
という共通意識がもたれて
いること。 

学校評価アン
ケート「連携に
ついて」の肯定
的評価８５％
以上 

 
 
 未実施 

  

 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

保護者による年
間２回の学校評
価の実施 

２回の学校評
価アンケート
の平均回収率
７０％以上 

・変更 
年度末１回アンケ
ートの実施  
課題への迅速な対
応・改善 

 
 
 未実施 

  

 

ＰＴＡ・地域行
事等への教職員
の参加・協力 

全教職員が年
間２回以上い
ずれかの行事
に参加 

・ＰＴＡまつり、地域
行事、開かれた学校
づくり協議会活動
等への計画的な参
加 

ＰＴＡまつり、スポ
ーツ、地区対、町会
等の行事に、教職員
のほぼ全員が２回
以上参加した。         

教職員の意識
をより高める
とともに、無
理なく参加で
きる体制づく
りをする。 

 

 ○ 

幼稚園・保育園
との連携 
 
 
 
 

２幼稚園・１
保育園との連
携活動の推進 
 
 
 

・公立保育園への全員
参観、交流活動、行
事への参加、教員の
交流研修等の計画
的な実施 

 

夏季休業中の全員
参観、運動会・音楽
会の練習見学、交流
活動、教員の交流研
修等を予定どおり
実施できた。 

連携保育園が
民託化された
が、引き続き
連携を維持で
きた。継続し
ていきたい。 

 

○ 

各種ボランティ
アの拡充 
 

図書ボランテ
ィア・学習支
援ボランティ
ア・将棋ボラ
ンティアの増
員 
 

・学校便り・ＨＰ･保
護者会等での発信 

・地域への依頼 
 

各ボランティアと
も大幅な増員には
至らなかったが、活
動内容は定着し、充
実して行われた。 

活動の実際の
様子を、学校
公開等を通し
て、より広く
発 信 し て い
く。 

 

○ 
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３．学校活動全般について 
 

○学力の向上 

  児童の基礎的・基本的な学力の定着を目指してきた。その結果、区学力調査２年～４年は目標

値を超えた児童が８割に達した。一方５、６年は７割にとどまった。発達段階に応じて身に付け

たい学力をしっかり習得し、活用していくことができるよう、引き続ききめ細やかで成長を実感

できる真の『学舎（まなびや）』としていく。 

○豊かな心とあたたかな人間関係の育成 

  人間関係の基本である挨拶について、年間を通して指導してきた。またいじめについては、「い

じめ防止基本方針」に基づき、未然防止、早期解決に努めてきた。調査結果から協力や思いやり

の心が、学校全体として育ってきたが、挨拶の声もまだ小さく、日常的な児童同士のトラブルや

乱暴な言葉遣い、廊下を走り回る姿などもまだ見られる。学級を基盤とした規律の確立、学校生

活のルールの徹底、全校児童を常に全教職員で見守っていく体制をさらに継続していく。 

○特色ある教育活動の実施 

  日本の伝統的文化に触れる機会を積極的に設けた。将棋教室（土曜教室・水曜道場・サマー教

室）、百人一首教室、落語教室、俳句（一茶まつり）などを、年間を通して実施した。中でも、一

茶まつりでは、個人・団体共に成果を示し、教育委員会賞受賞、将棋団体３位受賞、百人一首で

も、区の大会にて好成績を得た。校内での位置づけをより明確にしていく。 

○特別支援教育の推進 

  特別支援学級設置校として、通常学級との相互交流を活発に行った。また都と区の２名のスク

ールカウンセラーや関連機関と連携しながら、通常学級内における特別な配慮を要する児童への

支援を行った。また、特別支援教室の有効活用を計画的に進めた。 

 ○学校行事で伸びる力 

   運動会や音楽会、高学年の宿泊学習等の大きな行事に向けて、児童に明確なめあてをもたせて

取り組ませた。その中で、根気強く目標へ向かっていく力や集団としての規律、協力の意識など 

  が培われた。特に音楽会へ向けての日常からの音楽環境の整備や集会活動の改善が、具体的な成

果として表われた。 

○ＰＴＡとの連携 

  長年取り組んできた献血活動が評価され、本年厚生労働大臣から感謝状を贈られた。 
 


